
7 広報ふじみ■

これまでの対応は

①採算性のある土地については造成、販売を行い保有土地の処分をしてきました。
②売り出しから数年を経過した分譲地は、価格の値下げをおこなっています。
③分譲地の物件を紹介するため、ＰＲ活動など販売促進に努めています。
④借入については、金利の入札を行い低い利率で資金調達をおこなっています。
以上の取り組みをおこなってきましたが、主な課題である長期所有土地の解消については、抜本的な対策を見出せずにい
ます。土地開発公社の経営改善は、自己努力だけではむずかしい状況となっています。

今後の対応は

　庁内に支援検討委員会を立ち上げました。過去からの経過、投資費用の内訳、現在の経営状況の分析から始め、国が進
めている「土地開発公社経営健全化対策」の活用や、町として可能な支援の方法について検討をおこなっています。
　平成17年度の決算状況や今後の経済情勢をふまえ、平成18年度中に経営見通しをはっきりさせ、町としての支援方法等
を決定していく予定です。
今後も土地開発公社の経営状況等については、随時お知らせしていきます。

町に対して支援を要請しています

所有土地の簿価と売出し及び取得時価格の比較

土地開発公社は、町に対して平成17年3月に以下の内容について支援要請をしました。
　　① 町による借入利息相当額の負担　　　　② 町による売却時の含み損の補填
　　③ 町による計画的な土地開発公社所有地の購入
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未成土地
16年度末簿価 取得時価格 差

面  積 簿価
単価

同坪
単価

計
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完成土地
16年度末簿価 現・売出価格 差
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